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Ⅰ　はじめに―問題の所在と研究の目的―
　2016（平成28）年12月、中央教育審議会より「幼稚
園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学
習指導要領の改善及び必要な方策について（答申）」
が示された。社会に開かれた教育課程の理念のもと、
各学校が学習指導要領等を手掛かりにカリキュラム・
マネジメントを実現し、学校教育の改善・充実の好循
環を生み出していくことを求めている。また、カリ
キュラム・マネジメントの実現にあたり、全ての教職
員がその必要性を理解し、日々の授業についても教育
課程全体の中での位置付けを意識しながら取り組む必
要があることや、各教科等の学習とともに教科横断的
な視点に立った学習が必要であり、各教科等における
学習の充実はもとより教科等間のつながりを捉えた学
習を進める必要があること等について指摘している。
　教科等間のつながりを捉えた学習を低学年で進める
場合には、生活科を中核とし他教科等との関連を図る
ようにすることが、生活科創設以来、小学校学習指導
要領（以下、学習指導要領という）で示されてきた１）。
今回の改訂では「国語科、音楽科、図画工作科など他
教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を高める
ようにすること。」（文部科学省，2008）との記述が
「他教科等との関連を積極的に図り、指導の効果を高
め、低学年における教育全体の充実を図り、（後略）」
（文部科学省，2017）と改められ、特定の教科等だけ
でなく、全ての教科等を視野に入れた関連的な指導に
よる低学年教育全体の充実を志向している。
　一方で、教科の学習については、教科の系統性を軸
に文化を伝承する形で計画的に取り組まれてきている
ことから、各教科ごとに学ぶべき道筋を異なったもの
と捉え、学力の向上が叫ばれる中、関連的な取り組み
の発展は不十分であった（若手・小川，2018）。
　また、授業という営みは、本来、個々の教師がそれ
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までの授業実践において形成してきた経験的な見識
に、深く根ざしたもの（藤原ら，2004）であり、授業
の構想と実践において、授業の目標をどう設定する
か、教材や学習活動をどう利用し組織するかというこ
とは、教師の過去の実践に関わった経験に由来してい
る面が大きい（藤原，2007）。
　これらの見解を踏まえれば、関連的な取り組みの発
展が不十分な中、学習指導要領では関連的な指導の推
進を求めているものの、実際に指導方法として選択す
るかどうかの判断は授業を担当する教師が行うため、
判断の基となる「経験的な見識」が重要な意味をもつ
ことになる。つまり、一人一人の教師が関連的な指導
に積極的に取り組むようになることを期待するなら
ば、それぞれの教師が授業実践の中で関連的な指導を
行うことの意義を見出し、実感する経験を重ねること
の必要性が示唆される。特に、新任期の教師の場合、
「授業実践において形成してきた経験的な見識」が少
ないだけに、ベテラン教師に比べ、一つ一つの授業実
践で得る反省的な知見はより重みをもち、以後の授業
実践により大きな影響を与えることが考えられる。
　そこで本稿では、新任期の教師による生活科を中核
とした関連的な指導の授業実践を事例として取り上
げ、授業実践を振り返る教師の語りや参与観察による
子どもの姿を分析・考察することにより、新任期の教
師が見出し得る、関連的な指導を行うことの意義につ
いて明らかにすることを目的とする。
Ⅱ　研究の対象と方法
１　生活科と国語科「話すこと・聞くこと」との関連
　2017（平成29）年の学習指導要領改訂によって、国
語科の目標には「言葉による見方・考え方を働かせ」、
「言語活動を通して」との文言が新たに加わり、従前
以上に言葉や言語活動を重視した表記になった。滝浪
（2013）は、これまでの「話すこと・聞くこと」の言語
活動について、普段の授業や学校生活の中で活発に行
われているため十分その能力が付いているとの考えか
ら、国語の授業で取り上げて指導することは重要視さ
れていなかった傾向があると指摘するとともに、「話
すこと・聞くこと」の指導には必然性が必要であり、
教科書教材に設定されている言語活動は模擬的な活動
であって、学習者には必要感がないと批判している。
　この点で、生活科の学習過程は、児童の「思いや願
い」から始まり、具体的な体験活動や表現活動を繰り
返しながら「思いや願い」を追究していく過程であ
る。児童の「思いや願い」に基づいた表現活動は児童
にとっての必然性をもつため、低学年では「話すこ
と・聞くこと」の言語活動を生活科の学習過程におけ
る表現活動に位置付けることが適当と考えられる。そ
こで、生活科と関連させた指導を行うことで、児童に
とってより学習の効果を期待できる国語科「話すこ
と・聞くこと」領域を取り上げ、本授業実践の事例と
した。
２　研究の対象
　Ｇ県公立Ｍ小学校第２学年Ａ組の児童20名に対する
担任Ｈ教諭の授業実践を分析の対象とした。Ｈ教諭は
新卒２年目であり、昨年度は初任者研修を受けながら
第４学年を担任していた。講師経験はなく、これまで
に教科等を関連させた授業を行った経験もない。
　分析の対象とする国語科の単元「大すきなもの、教
えたい」２）は、生活科の小単元「おもちゃのひろば」３）
に関連させるため、単元名を「おもちゃのあそび方、
教えたい」とし、学習の時期、学習活動を変更した。
この単元は、「生活科で作ったおもちゃの遊び方を１
年生に教える活動を通して、相手にとって分かりやす
いように、伝えたい内容の順序を考えて話すことがで
きるようになる」ことをねらいとしている。国語科の
単元「おもちゃのあそび方、教えたい」は全４時間計
画、生活科の小単元「おもちゃのひろば」は前小単元
「おもちゃづくり」（全11時間計画）に引き続くものと
して全５時間計画である。それぞれの単元の指導計画
は表１．と表２．の通り。
３．研究の方法
　本研究では、ナラティブ・アプローチの手法をと
り、Ｈ教諭による関連的な指導の意味付けを「語り」
を通して分析・考察する。そのため、11月上旬から12
月上旬にかけて行われた関連的な指導の授業実践につ
いて、指導方法やこの指導方法による子どもたちの
様子を中心としたインタビューを行った４）。Ｈ教諭が
自身の授業実践について落ち着いて振り返ることがで
きるよう、インタビューは２学期終了後の冬休み期間
中（2017年12月28日、およそ90分程度）に行った。ま
337新任期教師の視座からの関連的な指導の意義に関する事例的考察
た、Ｈ教諭による意味付けの理由に客観性をもたせる
ため、全16時間の生活科の授業（2017年11月10日から
12月８日まで）及び全４時間の国語科の授業（2017年
12月１日から12月８日まで）への参与観察で収集した
子どもの姿（ワークシートを含む）を分析した。な
お、インタビュー及び参観授業は、簡潔な記録を取る
ほか、記録の正確を期すため、Ｈ教諭、校長の承諾
を得た上でICレコーダー及びビデオによる記録を行
表１．生活科「おもちゃのひろば」　　　　　  部分は国語科との関連
時 ねらい 主な活動内容
１ １年生を招待するための準備をすることを通して、１年生を
楽しませようとする意欲を高めるようになる。
・前小単元での遊びを１年生が楽しめるように考え
て、準備をする。
２ 自分の考えた遊びを友達に試してもらうことを通して、より
楽しいおもちゃや遊び方にするための方法に気付くようにな
る。
・１年生の役になり、実際に遊んでみて気付いたこと
や考えたことを遊びの場を準備した友達に伝える。
・１年生役になった友達からの意見を基に、おも
ちゃや遊び方を工夫する。
３ 友達にもらった意見への対応を考えることを通して、動くお
もちゃを使った遊びをより楽しいものにするようになる。
・１年生役になった友達からの意見を基に、おも
ちゃや遊び方をさらに工夫し、「おもちゃのひろ
ば」の準備をする。
４ １年生を招待して遊ばせることを通して、自分でおもちゃを
作り上げ遊びを考えたことに対する満足感や達成感を味わう
ようになる。
・「おもちゃのひろば」に１年生を招待して楽しく遊
ばせる。
５ 小単元「おもちゃづくり」「おもちゃのひろば」の学習を振り返
ることを通して、身に付いた学びの積み重ねや新たにできる
ようになったことなどに気付くようになる。
・これまでの学習を通して気付いた自分自身の成長
をワークシートにまとめたり、学級全体で交流し
たりする。
表２．国語科「おもちゃのあそび方、教えたい」
時 学習指導の時期 ねらい 主な活動内容
１ 生活科の小単元「おも
ちゃづくり」を終了し
た後。
自分の作ったおもちゃで１年生が楽
しく遊ぶためには、何を伝えればよ
いかを考えることができる。
同じおもちゃの児童同士で、１年生には必ず伝えな
ければならない内容を考え合う。
・おもちゃを使った遊びの楽しさ、楽しみ方（手順）、
ルール・おもちゃの扱い方
２ 生活科の小単元「おも
ちゃのひろば」の第２
時に入る前。
自分の作ったおもちゃで１年生が楽
しく遊ぶために、どのように伝えれ
ばよいかを考えることができる。
同じおもちゃの児童同士で、１年生にとって分かり
やすい伝え方を考え合う。
・言葉遣い・話す内容の順序・話す内容の長さ
生活科の小単元
「おもちゃのひろば」の
第２時
１年生役の友達に対して国語科で考
えた遊び方の説明をし、十分な説明
かどうかを確認することができる。
１年生役の友達に遊び方を説明し、１年生にとって
分かりやすいかどうかを内容・方法の点から評価し
てもらう。
３ 生活科の小単元「おも
ちゃのひろば」の第４
時に入る前。
１年生役の友達にもらった評価を基
に、より分かりやすい話し方を考え
ることができる。
１年生役の友達が何に分かりにくさを感じたのかを
内容・方法の点から確認し、改善する。
【内容】・おもちゃを使った遊びの楽しさ、楽しみ方
（手順）、ルール・おもちゃの扱い方
【方法】・言葉遣い・話す内容の順序・話す内容の長さ
生活科の小単元
「おもちゃのひろば」の
第４時
国語科で考えた遊び方の説明を踏ま
え、１年生にとって分かりやすい説
明をすることができる。
１年生に遊び方を説明し、１年生の行動・表情等か
ら、自分の説明が理解されているかどうかを確認す
る。
４ 生活科の小単元「おも
ちゃのひろば」の第４
時終了後、できるだけ
早く。
１年生にとっては、何をどのように
話せば分かりやすいのかを理解する
ことができる。
生活科での体験を振り返り、１年生にとって分かり
やすい話の内容や方法とはどのようなものか確認す
る。
　　　　　部分は生活科扱い、下線は国語科の指導事項に関する部分
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い、後で文章に起こした。また、写真の使用について
は保護者及び校長の承諾を得た。
Ⅲ　新任期教師の視座から捉えた意義
１　教科指導にかかわって
（１）学習意欲を向上させる生活科
　生活科と国語科を関連させる授業実践が児童に及ぼ
す効果について、国語科に対する学習意欲が低いＡ児
やＤ児の姿を思い浮かべ、Ｈ教諭は次のように語った。
自分はもう、①子どもの入りやすさが全然違うなぁっ
て思っていて。Ａ児やＤ児があんなに一生懸命人の話
を聞いて、自分の話そうとするメモを書くじゃない
ですか。②あの子達があんなに書くとは……って感
じで。やっぱり、自分の作ったおもちゃに対しての
愛着、Ｔ児に関してもそうだと思うんですよね。愛
着があるから、何て言うんですかね、説明したいなっ
て思うし、大切に扱って欲しいなって思うし……。
なので、③子どもの気持ちと勉強することがすごい
うまく一致したなって思いましたね。
（中略）④国語の普段のノートと、もう全然違います、
あの生活の振り返りシートは。全然違います。
　①、②の語りには、関連的な授業実践での姿とこれ
までの国語科の授業での姿を比較し、児童の取り組み
方に違いが見られたことへのＨ教諭の率直な驚きが表
れている。特に、④の語りでは、これまでの国語科の
授業でノートに書くことを嫌がっていたＡ児の姿を思
い浮かべ、授業実践の中で自分から振り返りのワーク
シートを書いているＡ児の姿は全く違うことが強調さ
れている。図１．は、国語科の第１時にＡ児が書い
た、１年生に対して行う説明の内容や順序を構想する
ためのワークシートである。記入された内容は「おも
ちゃ」「遊びのルール」「遊びの楽しさ」といった主題
にふさわしいものであり、本単元で学習した「まず」
「つぎに」などの内容の順序を表す言葉や「です」「ま
す」などの丁寧な言葉（敬体）も使われていた。分量
は他の児童と比較しても遜色なく、記入に要した時間
は他の児童に比べむしろ少ないほどであった。これま
での授業の様子を知るＨ教諭だからこそ、②の語りは
Ｈ教諭の実感が率直に表れたものと理解できる。
　③の語りには、これまで学習意欲の低かった児童が
関連的な授業実践に積極的に取り組む姿を見せた理由
についての、Ｈ教諭の考察が示されている。Ａ児は小
単元「おもちゃづくり（全11時間）」の当初から、教
科書の見本に刺激を受け、梃子の力で動物が飛ぶおも
ちゃを作ろうとしていた。しかし、思うように飛ばす
ことができず何度もあきらめかけていて、その都度Ｈ
教諭や友達の励ましを受け、試行錯誤を続けていた。
　図２．は生活科の小単元「おもちゃづくり」の第７
時に、本時の振り返りとして書いたワークシートであ
る。試行錯誤の末、支点からの距離によって動物の飛
び具合が違うことに気付いたＡ児は、支点からの距
離を短くすることで理想とする距離を飛ばせるよう
になった。「まえわできなくてあきらめそうにしたけ
ど、がんばったらとぶようになった。」（原文ママ）と
のワークシートの記述から、Ａ児の達成感や満足感を
読み取ることができる。このことから、関連的な授業
実践に対するＡ児の積極的な取り組みの背景に、生活
科で作ったおもちゃへの愛着があるとしたＨ教諭の考
察は妥当であると考えられる。
図１．Ａ児のワークシート（国語・第１時）
図２．Ａ児のワークシート（生活・第７時）
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　①、③の語りから、国語科で「話すこと・聞くこ
と」を指導する場合、「説明したい」という「子ども
の気持ち」が重要であるとのＨ教諭の認識が読み取れ
る。特に③の語りからは、児童の学習意欲と学習内容
を結び付けることが学習指導に効果をもたらすとのＨ
教諭の認識を推察でき、関連的な指導の意義を実感し
ていることが窺える。
（２）活用することで定着する国語科の学習内容
　国語科の授業で学習した内容を国語科の授業場面を
離れて活用することにより定着が期待できることにつ
いて、Ｈ教諭は次のように語った。
Ｋ児は特に頑張っていましたね。⑤必死で言葉を覚え
て、その通りに言おうとして。１年生が「長いよ」み
たいな。「いちいちこれ聞かなきゃいけないの」みた
いな。そういう姿がすごい多かったです。（中略） な
んか入る子は、もう、すぐ次の時間の導入のところで、
「話す順序に気を付けた」とか、Ｍ児なんかはそうで
すけど。その振り返りを続けていくうちに、それを
言える数が増えていったなって。文章を見ても。⑥
増えていって全体にどんどんどんどん浸透していっ
たなって感じました。
　⑤の語りは、生活科の小単元「おもちゃのひろば」
の第４時に１年生を招き交流をした場面についてのも
のであり、国語科の学習で考えた説明を自分の言葉と
して話そうとしていた児童の姿を認めるＨ教諭の思い
が表れている。国語科の単元「おもちゃのあそび方、
教えたい」では、現行学習指導要領に基づき「Ａ話す
こと・聞くこと」の指導事項「イ相手に応じて、話す
事柄を順序立て、丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気を付けて話すこと」を中心に指導された。そのた
め、児童は「話の順番」や「です、ますを使う」こと
を意識して説明の内容を組み立てることができていた。
　⑥の語りにかかわって、生活科での１年生との交流
を振り返り、遊びの説明では何に気を付けたかを想起
させた国語科の授業場面（第４時、12月８日）の実際
を以下に示す。
　Ｗ児：ぼくは「です」「ます」や大きな声で⑦１年生
が分かりやすいように説明した。
Ｈ教諭：だそうです。「です」「ます」、あとは大きな
声っていうのもありますね。じゃ、ちょっ
と聞いてみます。「です」「ます」に気を付け
たよっていう人？
　全体：（19名の出席児童のうち、15名が挙手）
Ｈ教諭：他にもこんなことに気を付けたよっていう人？
　Ｉ児：順番に気を付けた。
Ｈ教諭：うん、話す順番ね。みんなに聞きたいんだ
けど、話す順番てどういうこと？
　Ｒ児：「まず」「次に」「それから」「最後に」。
Ｈ教諭：こういう言葉に気を付けて発表したよって
いう人、どのくらいいますか？（挙手してい
るＡ児に気付き）うん、Ａ児はそうだね。
　全体：（19名の出席児童のうち、13名が挙手）
　上記の事例から、「です」「ます」については８割近
くの児童が、「話す順番」については７割近くの児童
が、自覚的に意識して話していたことが窺える。映像
記録を確認したところ、交流当日には話す順序を考え
丁寧語で話していたにもかかわらず、事例の授業場面
では挙手しなかった児童も含まれていることから、Ｈ
教諭の⑥の語りは決して誇張されたものではない。こ
のように国語科での学習内容を多くの児童が活用でき
た背景には、⑦の語りから窺われる通り、生活科の活
動の中で「１年生に分かりやすく伝えたい」という目
的意識をもてていたことがある。⑥の語りには、目的
意識をもてる活動の中で既習の学習内容を活用させる
ことにより定着が期待できることに対するＨ教諭の実
感が表れており、関連的な指導の意義を見出している
ことが洞察できる。
２　教科指導の範疇を越えて
（１）学級経営に生かせるという視点をもつ
　関連的な授業実践を通して、日頃の学習に取り組む
姿との違いが印象的だった児童について、Ｈ教諭は次
のように語った。
国語と関連してって言うのとちょっとずれちゃうか
もしれないですけど、⑧Ｍ児、あの子普段、そんな、
友達とかかわりながら勉強するっていうことが、あ
んま、少なくて。自分で何でもできちゃう。それが、
最後は的当てに行きましたけど、車を作っていると
きなんかはタイヤの作り方が分からない。でも本人
はプライドがあるから、周り見ないでずっと一人で
タイヤが動かないってやってたんですけど、周りの
車を見て、自分から聞き行って、教えてもらってっ
ていうので、まぁ、そっからＷ児とも一緒に的当て
のおもちゃを作りに行ったりだとか。ていうので、
⑨友達と一緒にやるのもいいのかなって、Ｍ児なん
かは感じたのかなって思いましたね。
　生活科の小単元「作ってあそぼう（全８時間）」の
学習を始めた当初、Ｍ児は一人で黙々と車を作ってい
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た。しかし、タイヤを取り付けてもうまく車が走らな
いことに困り果て、Ｈ教諭に助けを求めた授業場面
（第３時、11月13日）の実際が以下の事例である。
　Ｍ児：先生、（車を）走らせると前に倒れちゃう……。
（困った様子で）
Ｈ教諭：（Ｍ児の車を実際に走らせてみて）本当だ。
⑩倒れて走らないね。どうしたらいいんだ
ろう？
　Ｎ児：前のタイヤと後ろのタイヤがくっつきすぎ
だから、前のタイヤをもっと前にすればい
いんじゃない？そうすればバランスがとれ
るんじゃない？
　Ｍ児：（Ｎ児の言う通りに試してみて）本当だ！倒
れない。（うれしそうに）
　Ｎ児：だってお家だってそうでしょ。柱と柱がくっ
つきすぎてたら倒れちゃう。
　この事例は、自分の力では問題を解決できずＨ教諭
に助言を求めるＭ児の言葉を、近くにいたＮ児が聞き
つけ、Ｍ児にアイデアを授けた場面である。Ｎ児の助
言通りに作り替えて走らせてみたところ、車は倒れず
に走るようになった。この時のＭ児の表情は、第２時
からずっと試行錯誤しながら悩んでいた問題が一瞬に
して解決した驚きと喜びで溢れていた。この場面以
降、Ｍ児が友達から離れて一人で活動する姿は減ると
ともに、周りの友達の様子を見たり友達に話し掛けた
りする姿が増えていった。こうしたＭ児の変容に対す
るＨ教諭の理解が⑨の語りに表れている。
　Ｍ児の変容を促すきっかけの一つが⑩の語りに表れ
るＨ教諭の支援である。それは、倒れないように車を
走らせたいとのＭ児の課題をＨ教諭がすぐに解決して
しまうのではなく、倒れずに走る車を作れている他児
の姿を視野に入れながら、友達とのかかわりを通して
Ｍ児自身に解決させたいという思いを含んだ支援であ
る。こうした支援の背景には、⑧の語りに表れている
Ｍ児の実態に対する理解と学級児童の育ちに対するＨ
教諭の願いがある。Ｈ教諭は学級目標の一つに「友達
の気持ちを考えられるクラス」を設定している。この
学級目標のもと、児童同士のかかわりに留意していた
からこそ、Ｈ教諭はＭ児の変容を印象深く捉えること
ができたものと推察できる。
　Ｈ教諭によればこの授業実践を通して、これまで
「女の子と一対一で話すのなんか恥ずかしい」と言っ
ていた男児が女児と話し合ったり、定期的に休み時間
に行っている学級全体での遊びを担任抜きで楽しんだ
り、これまで参加を拒んでいた児童が積極的に遊びに
参加したりするなど、児童同士のかかわりに顕著な
変化が見られるようになった。生活科を中核とした関
連的な授業実践が、関連させた国語科だけでなく、教
科学習の範疇を越えて学級児童の人間関係を広げたり
深めたりするといった学級経営に関することにもつな
がった驚きを、Ｈ教諭は次のように語った。
こんないい影響出るんだと思いながら。本当、最初
は生活科の視点だけでしか見えてなかったんですけ
ど、生活科でやったことが、国語に生きてきて、⑪
休み時間とか自分たちの生活にまで生きてくるとは
思わなかったんで、自分も。友達とのかかわりが一
番変わりました、あの子達は。（中略）生活科にとっ
ても、国語科にとっても、学級経営にとっても意味
がありました。
　生活科では、友達とかかわり合って遊ぶ楽しさを味
わい、友達のよさや友達と協力したり競ったりするこ
との楽しさや喜びを感じることをねらいとしていた。
また、国語科では「相手にとって分かりやすいよう
に」話せることをねらいとしていた。そのため、必然
的に相手とのかかわりを意識し、かかわりの経験そ
のものやかかわるための方法を重視した指導が行われ
た。関連的な指導を行うことにより、それぞれの教科
で育みたい力に重なる部分ができ、重なる部分が学級
目標と関連する場合には、一人一人の児童に対して学
級目標に向かう力をより重点的に指導することにな
る。こうした指導を通して、教科の学習活動に留まら
ない児童同士のかかわりが見られるようになったこと
から、Ｈ教諭が学級経営の視点で関連的な指導の意義
を感じたことが⑪の語りから洞察できる。
（２）自身の指導の在り方の見直し
　関連的な授業実践の中で、意欲的に学習活動に取り
組む児童の姿や学習した内容を自分のものとして活用
する児童の姿が見られた一方で、授業としてはうまく
いかない場面があったことについて、Ｈ教諭は次のよ
うに語った。
⑫授業のめあての本当に絞ったもの、今日これ達成で
きればいいんだっていうものをこっちも本当に絞って
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提示しなければいけないんだなぁっていうのは授業
をやって分かりましたね。例えば国語の「話すこと・
聞くこと」をやってうまくいかなかったこと。あっち
行ったりこっち行ったり、意見がしていたこともあっ
たじゃないですか。それはこっちの責任だし、だか
らいかにあの子たちに気付かせてあげるかがこっち
の責任なんだなって。だから、⑬生活なんかは評価
をしてて全員関心・意欲・態度が◎付かなきゃいけ
ないようなものなんだろうなって思って。○がつい
たらこっちの責任だなって感じました。表現とかは
本人のまだ未熟な部分もあると思うんですけど関心
とか意欲、あと気付き、これはこっちの責任だなっ
てかなり感じました、成績をつけてて。
　石原（2016）は、教科横断的学習を実施する上
での課題として、教科固有の目標の十分な精査と横
断する科目の目標達成が可能な学習計画の立案を指
摘しているが、⑫の語りから生活科と国語科を関連
させた授業実践によって、Ｈ教諭がねらいを絞るこ
との大切さを再確認したことが推察できる。なぜな
ら、生活科においても国語科においても、特に関連
を図る場面は予め計画されており、児童が効果的に
学習できるようにするためには、それ以前の学習の
積み上げが必要となるからである。例えば、国語科
の単元指導計画（表２．）を見ると、第２時では「自
分の作ったおもちゃで１年生が楽しく遊ぶために、
どのように伝えればよいかを考えることができる」
ことをねらいとしている。このねらいを達成した児
童に対し、生活科の第２時の学習活動において「１
年生役の友達に対して国語科で考えた遊び方の説明
をし、十分な説明かどうかを確認することができる」
ことをねらいとしているのである。各教科ごとの単
元指導計画に沿い並行して指導が進んでいくため、
関連的な指導を実践する際には、双方の教科につい
て単元全体の目標を見据えつつ、各指導時間に児童
が身に付ける力や学習する内容を精選して指導し、
積み上げていくことが必要なのである。
　⑬の語りは、生活科の学習活動を題材として国語科
「話すこと・聞くこと」の言語活動を行ったことによ
り得られたＨ教諭の気付きである。Ⅲ－１－（１）で
述べた事例では、生活科の学習活動に対する意欲が国
語科の言語活動への意欲につながっていた。このこと
から、生活科では何より児童の関心や意欲が大切であ
ることをＨ教諭は実感したのである。これは『小学校
学習指導要領解説　生活編』で、生活科の学習指導の
特質の第１に挙げている「児童の思いや願いを育み、
意欲や主体性を高める学習活動にすること」（文部科
学省、2017）を、授業実践を通して体験的に理解した
ということである。
　Ｈ教諭は教職２年目の新任期の教師であるが、⑫や
⑬の語りのように関連的な指導への取り組みを振り返
ることで、一授業ごとの目標設定をはじめとした自身
の指導の在り方を見直す視点を得ている。反省的実践
家の実践は経験と反省を通して実践的知識や見識が形
成され機能する領域（佐藤，1997）なのであり、Ｈ教
諭は、本インタビューによるやりとりを手がかりとし
ながら、自身の関連的な授業実践を振り返ることを通
して実践的知識や見識を形成し、教師としての専門性
を高めようとしている。このように、関連的な授業実
践に基づき、自身の指導の在り方について反省的に言
及できていることから、Ｈ教諭が関連的な指導に意義
を見出していることを洞察できる。
Ⅳ　新任期教師に語られなかった生活科学習の深まり
　Ｈ教諭は、教科指導にかかわる関連的な指導の意義
について、国語科の資質・能力を育成するために生活
科の学習活動を活用するという位置付けで語ってい
た。一方で、国語科と関連させた指導だったからこ
そ、生活科で育成を目指す資質・能力に向かう児童の
姿も見られていた。
　国語科は、様々な事物、経験、思い、考え等をどの
ように言葉で理解し、どのように言葉で表現するか、
という言葉を通じた理解や表現及びそこで用いられる
言葉そのものを学習対象とする（中央教育審議会，
2016）。本授業実践では、国語科と関連させ、児童が
より言葉を意識して生活科の学習活動に取り組んだこ
とで、相手意識や目的意識に基づき、内容や方法を考
えながら表現するといった、生活科で育成を目指す資
質・能力の柱の一つである「思考力・判断力・表現力
等の基礎」の育成が促されていた。
１　言葉で遊びのイメージを明確化するＢ児
　Ｂ児は生活科の前小単元「おもちゃづくり」で写真
１．のように段ボールを筒状のコースにしてどんぐり
を転がすおもちゃを考え、作り上げていた。
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　国語科単元指導計画（表２．）の第１時で考えた遊
び方の説明は次のようであった。
どんぐりを、まず手にもって、ダンボールにいれて
ころがします。（原文ママ）
　この説明に対し、友達から「どんぐりよりビー玉の
方が転がりやすい」「ゴールはどこか言った方がいい」
との助言を受け、また、生活科小単元指導計画（表
１．）第１時の試行錯誤を踏まえて、国語科第２時で
考えた説明は次の通りである。
このおもちゃはビー玉ころがしです。まずビー玉
をもって、ころがします。①ゴールはあたり、は
ずれ、大あたりとかいてあってころがった場しょ
で、あたり、はずれ、大あたりときまります。（原
文ママ）
　さらに、生活科第２時に友達に試してもらい、国語
科第３時に考えた説明が次の通りである。
このおもちゃはビー玉ころがしです。まずビー玉を
もって、ころがします。ゴールにいって、あたり、
はずれ、大あたりとかいてあります。②はずれにいっ
たら後１回できます。あたりにいったら２回できま
す。大あたりにいったら３回できます。③はずれのさ
いご１回目とあたりのさいごの２回目と大あたり３
回目でその３つの中のさいごに入った場しょがゴー
ルです。（原文ママ）
　生活科の前小単元でおもちゃを完成させることに苦
心したＢ児にとって、意識の中心は筒の中を転がる
ビー玉の動きにあった。しかし、遊ぶ友達にとって
の楽しさは筒から出てきたビー玉の動きにあること
が「ゴール」という言葉に象徴されている、という
ことに気付いたことが「本とうは、ゴールは、かみ
コップだけどたのしくないから、あたり、はずれ、大
あたりとかいた」とのＢ児の振り返りから推察でき
る。自分の作ったおもちゃで１年生を楽しませたいと
いう目的意識から、Ｂ児はビー玉が転がり落ちるだ
けではない、遊ぶ友達の期待感に添うゴールを考え
た。①の説明を考えた当初、Ｂ児は「あたり、はず
れ、大あたり」の語感で楽しめると考えていた。し
かし、遊ぶ友達はそれぞれの違いに興味をもつこと
から「あたり、はずれ、大あたり」の意味を明確に
することが必要となり、②の説明となった。「１回し
かやらないとつまらないからあたりは２回、はずれ
は１回、大あたりは３回ときめた」との振り返りか
ら、１年生が何度も期待感を味わえるようにしよう
というＢ児の相手意識が窺える。ただ、この説明で
は遊びに終わりがなくなってしまうため、③の説明
を付け加えて、最終的には語感の楽しみで終わりに
している。
　このように、児童は目的意識や相手意識に基づいて
言葉での表現を試み、表現した結果、考え直したり新
たに考えたりしている。「ゴール」「あたり、はずれ、
大あたり」といった言葉を意識し明確に説明しようと
考えたことで、遊び自体にも試行錯誤を通した工夫が
生まれたのである。こうした工夫が１年生に受け入れ
られたことは「はずれしかでなかったけどおもしろ
かった」「すごくたのしかった」との１年生の感想に
表れている。
２　相手に応じて表現を考えるＷ児
　Ｗ児は写真２．のように、大きな容器の口に小さな
容器をはめ込み、空気の力で飛ばすおもちゃを考え
た。Ｗ児が国語科で考えた、おもちゃの遊び方の説明
は次の通りである。
おもちゃはくうきほうです。くうきほうは風の力で
とびます。くうきほうのふたのところにはとぶやつ
があります。もし、こわしたらよんでください。人
にむけてやるといたいのでやめてください。きまっ
た線からは、はみださないでください。くうきほう
は下のぶぶんをおすととびます。それで、まとにあ
てると、もう一回。まとにあてられなくても、一回。
かちまけはないです。（原文ママ）
写真１．１年生を遊ばせるＢ児
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　Ｗ児は生活科小単元第４時を振り返り、ワークシー
トに「せつめいをくわしくみじかく言った。理ゆう
は、一年生がはやくあそびたがってたから。」と書い
ていた。生活科小単元第４時の映像記録を確認すると
Ｗ児は説明の下線部分のみを話していた。Ｗ児は相手
意識をもち、１年生がどのような思いをもっているの
かを考えた上で、表現内容を判断し、言葉で伝えてい
たのである。他の児童が１年生の様子にかかわらず、
国語科で考えた説明を間違えないように話していた姿
とは対照的であった。こうした柔軟な判断ができた
背景には、「１年生を楽しませたい」という目的意識
や「１年生はどう思っているか」と想像する相手意識
をもって自分のかかわり方を考えられたことがある。
加えて、自分のおもちゃや遊び方について言葉で表現
するための国語科での学習を通して、伝えたいことを
確実に把握し、言葉で整理できていたからこそ、必要
な部分だけを抽出することも可能になったと考えられ
る。
Ⅴ　おわりに―本研究の成果と課題―
　本稿では、生活科を中核に国語科「話すこと・聞く
こと」領域と関連させた授業実践を事例として、実践
した新任期の教師の語りと児童の姿から、関連的な指
導を行うことの意義について、その内実を具体的に考
察した。その結果、新任期の教師は関連的な指導を行
うことの意義を実感し、次の２点を見出していた。
　１点目は、児童の思いや願いに基づき学習活動を展
開する生活科と関連させる指導によって、学習活動へ
の意欲化が図れるとともに、国語科の学習内容の定着
が図れることである。というのも、生活科と関連させ
ることで、児童が必要感をもって話したり聞いたりす
る機会や、国語科で習得した内容を児童が目的的に活
用できる機会を設定できるからである。
　２点目は、自発的で主体的な体験活動や表現活動を
行う生活科と関連させる指導を行うことが、教師に
とっては学級経営や学習指導の在り方を振り返り、見
直す契機になり得ることである。というのも、児童が
自発的・主体的に相手とかかわる学習活動の中でこ
そ、教師は児童同士の人間関係をありのままに捉える
ことが可能になるからである。ここでの「関連」は教
科間の関連に留まらない、学級経営との関連でもあ
る。また、関連的な指導においては、各教科等の目標
を明確にし、計画的で効果的な授業の展開を構想し、
実践することが必要になるからである。
　これらは初めて関連的な指導の授業実践をした新任
期の教師によって見出された意義であり、関連的な指
導の意義として特徴的なものと考えられる。
　一方で、新任期の教師は、関連的な指導の中核であ
る生活科を他教科を効果的に指導する手段としてのみ
位置付けてしまう可能性がある、という課題が明らか
になった。Ⅳ－１、Ⅳ－２の事例では、目的意識や相
手意識に基づいて言葉で表現することにより思考が促
されたり明確になったりするとともに、言葉で自らの
思考を整理しておくことにより相手に応じた表現内容
を判断できるなど、「思考力・判断力・表現力等の基
礎」としての生活科の資質・能力の育成が促されてい
た。しかし、この点について語ることはなかったこと
から、新任期の教師の意識の重点は、生活科よりも国
語科の資質・能力の育成にあったと考えられる。生活
科で行う活動は他教科の学習意欲を喚起し学習内容を
定着させるものとして、その意義を認めているもの
の、目標達成に向けての言及はないことから、生活科
が手段として意識されていることが窺われた。
　本稿は、紙幅の制約もあり、取り上げた分析対象者
や内容が限定的、断片的であることは否めない。しか
し、生活科を中核とした関連的な指導を試みる授業実
践のリアリティに踏み込み、授業実践者の意味付けと
しての語りとそれを裏付ける児童の実態を記述・説明
したという点で意義があると考える。今後は、関連的
な指導の経験を重ねた教師による授業実践や他教科等
と関連させた授業実践についての検討を加え、より一
層精緻な論証作業が必要であると考える。
写真２．１年生に説明をするＷ児
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【註】
１）平成元年、平成10年、平成20年、平成29年の各学習指導要
領「第５節生活　第３指導計画の作成と各学年にわたる内
容の取り扱い」に当該内容が示されている。
２）本単元は、光村図書『こくご ２上 たんぽぽ』pp.96-99に
掲載されている。
３）Ｍ小学校では、学校図書の教科書が使用されている。教科
書では大単元「作ってあそぼう」が小単元「おもちゃ作り
のじゅんび」「作ってあそぼう」「みんなであそぼう」によ
り構成されているが、Ｍ小学校の年間指導計画では大単元
「つくってあそぼう」を小単元「おもちゃづくり」「おも
ちゃのひろば」で構成していた。
４）主な質問内容は次の通り。「今回の国語科の単元「大すき
なもの、教えたい」の学習では、生活科と関連させた指導
方法を取り入れてみました。この指導方法について、率直
なご感想をお聞かせ下さい」「これまでの学習単元の子ど
もたちの様子と比べてみて、どのような違いをお感じにな
りましたか」「（Ｈ教諭の回答に応じて）なぜ、これまでと
は違う様子が見られたとお考えですか」「Ｈ教諭の指導方
法の一つとして、教科間で関連させた指導は有効な方法に
なりそうですか」
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